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研究成果の概要（和文）：双子の母親互助組織ツインマザースクラブの会員1,733名を対象にした調査した結果として
、TS式personality 診断テストの成績を比較すると社会順応力、家庭順応力、学校順応力の各々において一卵性ペアで
は、級内相関係数が社会順応力0.817, 家庭順応力0.659, 家庭順応力0.655 となった。二卵性では社会順応力0.549, 
家庭順応力0.500, 学校順応力0.489となった。一卵性の級内相関係数が核項目で二卵性をより高かったことは遺伝的因
子の関与を示唆するもので宇宙語現象の解明に極めて重要な新知見と考えられる。

研究成果の概要（英文）：Research results of this study were published in several research paper on twin 
language phenomenan.In sociability, the rate of percentile rank under 30 was highest in Dz femail(61.9%) 
and lowest in MZ mails(49.2). in home adaptation, the rate of percentile rank under 30 was highest inDz 
mails(55.0%), and lowest in Mz femails(38.2%). In school adaptation, the rate of percentile rank under 30 
was highest in DZ oposite-sex pairs(48.1%), and lowest in MZ males(34.4%).In the score of social 
competence, the correlation coefficient was 0.817, for MZ pairs and 0.549 for Dz pairs in sociability, 
0.659 for MZ pairas and 0.550 for Dz pairs, suggesting a possible genetic basis for this trait. This is a 
veryimportant result on twin language phenomenon.
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１． 研究開始当初の背景 
「人間の幼児は、どのようにして言語を獲得
していくのか？」は、人間の発達を対象にす
る学問では極めて重要な未解明の問題とな
っている。人間が乳幼児期の数年にしてこの
高い言語能力を獲得することは、真に驚きで
ある。当研究者らは、１９９１年に「関西ふ
たご研究会」を設立し、急増する多胎児を出
産した家族への育児支援活動を展開してい
るが、双子の母親より「言語の遅れ」に関す
る相談が非常に多い。言葉の遅れの原因とし
て双子の場合、生まれてから常に一緒にいる
ことから２人のみで通じる独自の言語（Twin 
Language）を自然に作り上げてしまい日本
語の習得に障害が生じることが推察されて
いる。乳幼児期の双子では、親が理解できな
い言葉をしゃべる現象が見られることは古
くから知られており、親によってはこの現象
を「宇宙語」と呼んでいる。 
 
２．研究の目的 
数多くの乳幼児期の双生児において２人の
みで通じる独自の言語（宇宙語）を作り上げ
てしまい日本語の習得に障害が生じること
が少なくない。本研究は、宇宙語現象の解明
は、言語学的学術上の大きなブレークスルー
となりえる貴重な現象であるとともに双子
育児上の解決すべき大きな社会問題となっ
ていることから、宇宙語現象の発生機序を言
語保険学的に解明することにより、急増する
双子出産家族における言語発達の遅れを予
防するための育児指針を確立し、これら家族
のファミリーケアの向上に資することを目
的とする。 
３．研究の方法 
かねてより協力を得ている双子の母親の互
助組織ツインマザースクラブの会員を対象
に郵送質問し調査を実施した。またこれら双
子家族のうち宇宙語現象が見られた家族に
ついて電話インタビュー調査を実施した。ま
た一部家庭訪問調査により、育児環境（家族
構成、母子の交流、母の就労状況、家屋の部
屋レイアウト、離乳食や食事の与え方、等に
ついて調査した。また、双生児出産の日本に
おける出生率や死産率等の双子の統計上の
傾向についても基本データとして分析した。 
４．研究成果 
 ３年間の研究期間中において目的とする
各種の実証的データを得ることができた。
Twin language（宇宙語）現象に関連して最
も興味深い研究結果として、母親と双子ペア
の宇宙語現象の関連があげられる。研究デー
タは、かねてより協力を得ているツインマザ
ースクラブの会員(2,733 名)を対象としたも
のである。本研究では既に宇宙語現象が見ら
れると判明している双子９５８組の母親に
の郵送質問紙法による調査を実施し５１６
組の母親から回答を得た（回収率（５２％）。
これらの双子の中で６歳～１２歳のデータ
を用いて分析した。また本研究では、宇宙語

現象や言語発達に関係する指標である社会
的人間関係の安定性を測定するための尺度
として TS 式乳幼児 personality 診断テスト
を用いた。双子の卵性別に対象者を区分する
と、一卵性男性ペア６１組(23.4%）、一卵性
女性ペア５５組(21.1%),二卵性男性ペア４
０組(13.8%),二卵性女性ペア４２組(16.1%)、
異性ペア５４組(20.7%)であった。これらの
双子における宇宙語現象の母親からの訴え
率は、一卵性男性ペアで４２．９％と高い比
率を示した。一卵性女性ペアでは更に高く５
２．５％となった。二卵性については、男性
ペアで３４，７％、女性ペアで４２．９％で
あった。一卵性に比べると二卵性では宇宙語
現象の発生率が高い傾向がみられたことは、
非常に興味深く、宇宙語現象の発生機序の解
明に有益なデータと思われる。国際的にも卵
生別、男女別の宇宙語現象発生率の比較は他
に前例がないことから貴重な研究成果と考
えられる。 
 また、双子ペアにおける TS 式乳幼児
personality 診断テスト結果の分析では社会
順応力,家庭順応力、学校順応力のテスト得
点を解析し一卵性では、級内相関係数が社会
順応力 0.817,家庭順応力 0.659,学校順応力
0.655 となった。二卵性ペアについては社会
順応力 0.549, 家庭順応力 0.500, 学校順応
力 0.489 となった。各項目において一卵性の
級内相関係数が二卵性より高い傾向を示し
たことは、これら能力については環境のみで
なく遺伝的因子が関与していることが示唆
されたことは、重要視すべき点と思われる。 
 また双子ペア内の緊密度に関する研究結
果では、一卵性女性ペアの”Close tie”の
得 点 (36.1) 、 ”Emotion “ 得 点 (7.0), 
“Defence”得点(7.0)において最も高いス
コアを示したことは一卵性女性ペアにおい
て宇宙語現象の発生率が最も高い数値を示
したことと相互関連していることを示唆す
るもので極めて重要な新知見と考えられる。 
 また双子における宇宙語の関連項目とし
て１９９５～２００８年の双子の卵性別死
亡率および新生児死亡率の比較では、胎児死
亡率および新生児死亡率については、二卵性
ペアにおいて１/3―１/4 減少し、一卵性ペア
および単胎児では１/2 も減少していること
が判明した。 
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